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１ 

高
松
城
の
歴
史
・
概
要 

高
松
城
周
辺
は
、
中
世
ま
で
は
「
野
原

の

は

ら

」
と
い
う
地
名
で
、
無
量
壽
院

む
り
ょ
う
じ
ゅ
い
ん

な
ど
の
寺
院
や
香
西
氏
配
下
の

小
領
主
の
居
館

き
ょ
か
ん

が
所
在
し
た
港
町
で
し
た
。 

天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
に
讃
岐
一
国
を
与
え
ら
れ
た
生
駒

い

こ

ま

親ち
か

正ま
さ

は
、
翌
十
六
年
に
高
松
城
の
築
城

を
開
始
し
、「
野
原
」
の
地
名
を
「
高
松
」
と
改
め
ま
し
た
。
城
の
北
は
瀬
戸
内
海
に
面
し
て
お
り
、
平
城

（
海
城

う
み
じ
ろ

）
で
、
内
堀
・
中
堀
・
外
堀
の
三
重
の
堀
で
守
ら
れ
て
お
り
、
日
本
三
大
水
城
の
一
つ
に
数
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
本
丸
を
中
心
に
右
回
り
に
二
ノ
丸
・
三
ノ
丸
・
桜
ノ
馬
場
・
西
ノ
丸
の
四
つ
の
曲
輪

く

る

わ

を
配

し
、
さ
ら
に
そ
の
外
側
に
外
曲
輪
が
巡
る
、
い
わ
ゆ
る
「
連
郭

れ
ん
か
く

式
＋
梯
郭

て
い
か
く

式
」
の
曲
輪
配
置
で
す
。
親
正

が
数
年
で
築
城
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
の
発
掘
調
査
で
は
、
高
松
城
の
完
成
は
二
代
一
正

か
ず
ま
さ

、

あ
る
い
は
三
代
正
俊

ま
さ
と
し

の
頃
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

親
正
は
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
関
ヶ
原
の
戦
い
で
は
西
軍
に
つ
き
ま
し
た
が
、
子
の
一
正
は
東
軍

に
つ
い
た
こ
と
か
ら
、
讃
岐
十
七
万
一
八
〇
〇
石
余
り
は
子
の
一
正
に
安
堵

あ

ん

ど

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

生
駒
氏
の
治
世
は
四
代
続
き
ま
し
た
が
、
四
代
高
俊

た
か
と
し

は
幼
く
し
て
藩
主
の
座
に
着
い
た
こ
と
か
ら
、
生
駒

騒
動
と
呼
ば
れ
る
家
臣
団
同
士
の
争
い
を
招
き
、
寛
永
十
七
年
（
一
六
四
〇
）
に
領
地
を
没
収
さ
れ
、
堪

忍
料
と
し
て
出
羽
国
矢
島
一
万
石
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。 

三 ノ

丸  

北 ノ

丸  
二 ノ

丸  

西

ノ

丸  

本丸  
東 ノ

丸  

桜 ノ 馬

場  

外 曲

輪  

内堀  

中堀  

外堀  

史 跡 指 定 地

範囲  
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そ
の
後
、
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
に
松
平
賴
重

よ
り
し
げ

に
東
讃
十
二
万
石
が
与
え
ら
れ
、
高
松
城
に
入
り

ま
し
た
。
賴
重
は
寛
永
二
十
一
年
（
一
六
四
四
）
か
ら
城
の
修
築
を
開
始
し
、
寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）

に
天
守
を
改
築
し
、
翌
年
か
ら
東
ノ
丸
、
北
ノ
丸
を
新
造
し
ま
し
た
。
城
の
改
修
は
二
代
藩
主
賴
常

よ
り
つ
ね

に
引

き
継
が
れ
、
月
見

つ

き

み

櫓
や
ぐ
ら

や

艮
う
し
と
ら

櫓
な
ど
を
建
て
、
大
手
を
南
側
か
ら
東
側
に
移
動
し
、
三
ノ
丸
に
御
殿
を
建

て
ま
し
た
。
そ
の
後
、
城
の
姿
は
大
き
く
改
変
す
る
こ
と
な
く
、
十
一
代
に
わ
た
っ
て
高
松
松
平
家
の
居

城
で
し
た
が
、
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
に
土
佐
藩
主
体
の
官
軍
に
開
城
し
ま
し
た
。 

明
治
期
に
は
外
堀
は
埋
め
立
て
ら
れ
、
外
曲
輪
の
市
街
化
が
進
む
と
と
も
に
、
城
の
北
側
も
高
松
築
港

に
よ
る
埋
め
立
て
が
行
わ
れ
、
海
城
の
雰
囲
気
が
薄
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
中
堀
よ
り
内
側
の
大
部
分
は
兵
部

ひ
ょ
う
ぶ

省(

の
ち
陸
軍
省)

の
所
管
と
な
り
、
建
物
の
多
く
は
取
り
壊
さ
れ
、
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
に
は
天

守
も
解
体
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
高
松
松
平
家
に
払
下
げ
と
な
り
、
大
正
六
年

（
一
九
一
七
）
に
三
ノ
丸
に
現
在
の
披
雲
閣

ひ

う

ん

か

く

が
建
築
さ
れ
ま
し
た
。
戦
後
、
一
時
進
駐
軍
に
接
収
さ
れ
た

時
期
も
あ
り
ま
す
が
、
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
に
高
松
市
の
所
有
と
な
り
、
翌
三
十
年
（
一
九
五

五
）
に
国
史
跡
と
し
て
指
定
さ
れ
、
同
年
に
玉
藻
公
園
と
し
て
開
園
し
ま
し
た
。
な
お
、
江
戸
時
代
か
ら

現
存
す
る
艮
櫓
・
月
見
櫓
・
水
手
御
門

み

ず

て

ご

も

ん

・
渡

わ
た
り

櫓
の
四
棟
と
、
大
正
時
代
に
建
築
さ
れ
た
披
雲
閣

ひ

う

ん

か

く

（
旧
高
松

松
平
家
別
邸
）
の
本
館
・
本
館
付
倉
庫
・
倉
庫
の
三
棟
が
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 



 

高松城略年表  

中   世  港町「野原」が栄える。  

天正 13 1585 仙石秀久，讃岐一国を与えられる。  

天正 14 1586 尾藤知宣，讃岐一国を与えられる。  

天正 15 1587 生駒親正，讃岐一国を与えられる。  

天正 16 1588 親正により高松城築城開始。  

慶長 5 1600 関ヶ原の戦い。親正は西軍，子の一正は東軍。 

慶長 6 1601 生駒一正が讃岐一国を安堵される。  

慶長 7 1602 一正が高松城に入る。  

慶長 15 1610 3 代正俊が高松城に入り，丸亀から商人をよぶ。 

寛永 17 1640 生駒高俊，領地没収。出羽屋島 1 万石へ転封。 

寛永 19 1642 松平賴重，東讃 12 万石を与えられる。  

寛永 21 1644 城の修築を開始。  

寛文 10 1670 天守改築完成。  

寛文 11 1671 東ノ丸・北ノ丸の新造開始。  

延宝 4 1676 月見櫓上棟。  

延宝 5 1677 艮櫓が完成し，白鳥宮猪熊千倉が祓いを行う。 

元禄 13 1700 御殿（披雲閣）完成。  

宝永 4 1707 宝永の南海地震で被害を受ける。  

嘉永 7 1854 安政の南海地震で被害を受ける。  

慶応 4 1868 土佐藩を中心とした官軍に高松城開城。  

明治 4 1871 兵部省の所管となり，大阪鎮台分営設置。  

明治 17 1884 天守解体。  

明治 23 1890 陸軍省から高松城跡地を松平家へ払い下げ。  

大正 6 1917 披雲閣完成。  

昭和 20 1945 高松空襲により桜御門焼失。  

昭和 22 1947 艮・月見・渡櫓，水手御門が旧国宝指定。  

昭和 29 1954 高松市の所有となる。  

昭和 30 1955 国史跡に指定。玉藻公園として開放。  

平成 24 2012 披雲閣（旧松平家高松別邸）が重要文化財指定。 

平成 25 2013 天守台石垣解体修理完成。  



 

                

生駒家時代讃岐高松城屋敷割図（高松市歴史資料館蔵）  

享保年間高松城下図（高松市歴史資料館蔵）  

史跡指定範囲  



 

２ 

大
手
付
近 

 
大
手
は
生
駒
期
に
は
南
側
に
あ
り
ま
し
た
が
、
寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
）
か
ら
始
ま
っ
た
大
規
模
な

改
修
に
よ
り
現
在
の
位
置
に
移
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
現
在
の
駐
車
場
は
、
か
つ
て
「
大
下
馬
」
と
呼
ば

れ
、
馬
を
下
り
る
場
所
で
し
た
。 

現
在
の

旭
あ
さ
ひ

橋ば
し

は
明
治
時
代
に
石
製
に
架
け
替
え
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、
絵
図
で
も
門
に
対
し
て
斜
め
に

描
か
れ
て
お
り
、
当
初
か
ら
斜
め
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
石
垣
に
対
し
て
斜
め
に

架
け
る
橋
を
筋
交

す
じ
か
い

橋
と
呼
び
ま
す
。
敵
の
直
進
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
城
内
か
ら
敵
の
側
面
に
矢
を
射
掛
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。
旭
門
は
文
献
史
料
に
よ
る
と
江
戸
時
代
に
は
東
御
門
と
呼

ば
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
扉
を
開
い
た
際
に
雨
で
扉
が
ぬ
れ
な
い
よ
う
な
屋
根
が
付
い
て
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
形
式
の
門
を
高
麗

こ
う
ら
い

門
と
呼
び
ま
す
。
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
で
、
朝
鮮
半
島
（
高
麗
）
か
ら
入
っ
て

き
た
門
の
構
造
で
す
。 

門
を
く
ぐ
る
と
来
訪
者
を
威
圧
す
る
か
の
よ
う
な
切
石

き
り
い
し

の
石
垣
に
よ
る
桝
形

ま
す
が
た

が
あ
り
ま
す
。
南
側
に
折

れ
た
所
に
は
か
つ
て
櫓
門

や
ぐ
ら
も
ん

が
あ
り
、
こ
の
桝
形
内
に
入
っ
た
ら
周
囲
の
石
垣
上
か
ら
の
集
中
砲
火
を
受
け

る
構
造
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
桝
形
の
北
側
に
は
石
垣
を
ト
ン
ネ
ル
状
に
構
築
し
た
埋
門

う
ず
み
も
ん

が
あ
り

ま
す
。
櫓
門
を
攻
撃
す
る
敵
を
背
後
か
ら
攻
撃
す
る
た
め
の
門
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 



 

３ 

艮
櫓 

延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
に
東
ノ
丸
の
北
東
隅
に
建

築
さ
れ
た
建
物
で
す
。
そ
の
名
称
は
櫓
が
所
在
す
る
場

所
が
高
松
城
の
丑
寅

う
し
と
ら

（
北
東
）
の
方
角
に
あ
た
る
こ
と

に
由
来
し
て
い
ま
す
。
三
重
三
階
の
総
塗ぬ

り

籠ご
め

で
、
初
重

に
は
二
重
の
屋
根
を
貫
く
千
鳥

ち

ど

り

破
風

は

ふ

が
見
ら
れ
、
城
外

側
の
隅
に
は

袴
は
か
ま

型
の
石
落
と
し
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
に
現
在
地
（
太
鼓

櫓
跡
）
へ
移
築
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
二
十
二
（
一
九
四

七
）
に
旧
国
宝
に
指
定
さ
れ
、
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
に
文
化
財
保
護
法
制
定
に
よ
っ
て
国

の
重
要
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

４ 

桜
ノ
馬
場 

桜
ノ
馬
場
は
、
生
駒
家
時
代
や
松
平
家
初
期
ま
で
は
上
級
家
臣
の
屋
敶
や
対
面
所

た
い
め
ん
じ
ょ

（
藩
の
政
務
を

行
う
場
）
が
建
っ
て
い
ま
し
た
。
松
平
賴
重
・
賴
常
に
よ
る
高
松
城
改
修
に
伴
い
、
家
臣
団
の
屋
敶 艮櫓  



 

を
外
曲
輪
へ
移
動
さ
せ
、
対
面
所
も
御
殿
と
一
体
と
し
て
建
築
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
何

も
な
い
広
い
空
間
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
市
街
化
に
よ
り
、
東
半
分
程
度
し
か
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

な
お
、
玉
藻
公
園
の
南
西
隅
に
は
、
松
平
氏
に
よ
る
改
修
前
の
大
手
桝
形
石
垣
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

 

５ 

桜
御
門 

三
ノ
丸
の
入
口
に
は
桜
御
門

さ
く
ら
ご
も
ん

と
い
う
櫓
門
が
あ
り
ま
し
た
。

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
に
重
要
文
化
財
指
定
を
受
け
て

い
る
江
戸
時
代
の
建
物
と
一
緒
に
国
宝
指
定
に
つ
い
て
申
請

し
て
お
り
、
翌
年
に
は
国
宝
指
定
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て

い
ま
し
た
が
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
七
月
四
日
の
高

松
空
襲
に
よ
り
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
石
垣
に
は
火
災

に
よ
り
赤
く
焼
け
た
痕
跡
や
、
石
材
の
表
面
が
弾
け
飛
ん
だ

跡
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
も
地
表
に
残
る
礎
石
に
は
柱

に
使
用
さ
れ
て
い
た
鉄
製
金
具
の
錆
跡
が
茶
色
く
残
っ
て
お

り
、
往
時
の
姿
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

桜御門古写真（高松市歴史資料館蔵）  



 

６ 

披
雲
閣
（
旧
松
平
家
高
松
別
邸
） 

絵
図
に
よ
る
と
江
戸
時
代
の
藩
主
が
住
ん

で
い
た
御
殿
に
つ
い
て
は
、
築
城
時
に
は
本

丸
、
そ
の
後
本
丸
と
二
ノ
丸
の
二
箇
所
に
あ

り
ま
し
た
。
松
平
賴
重
・
賴
常
の
大
改
修
に

伴
い
、
元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
に
三
ノ

丸
に
御
殿
が
新
築
さ
れ
、
披
雲
閣
と
名
付
け

ら
れ
ま
し
た
。 

明
治
に
な
り
、
披
雲
閣
は
取
り
壊
さ
れ
ま

し
た
が
、
大
正
三
～
六
年
（
一
九
一
四
～
一
九

一
七
）
に
高
松
松
平
家
第
一
二
代
当
主
賴
壽

よ
り
な
が

伯

爵
に
よ
っ
て
三
ノ
丸
に
別
邸
と
し
て
江
戸
時
代

の
御
殿
と
同
名
の
披
雲
閣
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

接
客
、
居
住
、
家
政
等
の
機
能
を
も
つ
各
棟
を

渡
り
廊
下
で
つ
な
い
で
お
り
、
正
統
的
書
院
造

披雲閣（旧松平家高松別邸）  



 

の
百
四
十
二
畳
の
大
書
院
を
は
じ
め
、
板
張
の

絨
じ
ゅ
う

毯た
ん

敶し
き

で
和
風
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
を
備
え
た
洋
風
の
蘇
鉄
の

間
等
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
二
部
屋
は
当
初
和
小
屋
で
設
計
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
梁
間
が
広
い
こ
と
か
ら

ト
ラ
ス
構
造
に
変
更
す
る
な
ど
洋
風
技
術
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

江
戸
時
代
の
御
殿
を
意
識
し
た
伝
統
的
な
配
置
や
意
匠
を
も
つ
披
雲
閣
は
、
伝
統
的
技
法
と
洋
風
技
術

が
融
合
し
た
大
正
時
代
を
象
徴
す
る
代
表
的
な
和
風
建
築
で
、
江
戸
時
代
の
城
跡
に
再
建
さ
れ
た
希
尐

な
事
例
で
す
。
ま
た
、
近
代
的
な
組
織
体
制
に
よ
り
、
設
計
と
施
工
の
管
理
が
徹
底
さ
れ
た
住
宅
建
築
で
、

大
正
時
代
に
お
け
る
わ
が
国
の
大
規
模
木
造
建
築
の
技
術
的
水
準
を
示
す
も
の
と
し
て
重
要
で
す
。
さ
ら

に
、
建
設
当
初
の
図
面
と
比
較
し
て
も
改
変
さ
れ
た
箇
所
が
尐
な
く
、
調
理
場
、
便
所
、
風
呂
、
倉
庫
な

ど
生
活
に
必
要
な
空
間
が
す
べ
て
備
わ
っ
て
お
り
、
御
殿
と
し
て
の
全
機
能
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
と
も
に
、
当
時
の
富
裕
層
の
生
活
様
式
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
に
本
館
、
本
館
付
倉
庫
、
倉
庫
の
三
棟
が
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
の
ほ
か
裏
門
一
棟
、
袖
塀

そ
で
べ
い

二
棟
、
井
戸
屋
形
一
棟
、
四
阿

あ
ず
ま
や

二
棟
が
附
と
し
て
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。 

現
在
は
貸
館
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、
茶
会
・
コ
ン
サ
ー
ト
・
結
婚
式
な
ど
多
彩
な
催
し
物
が
開
催

さ
れ
、
市
民
が
利
用
で
き
る
重
要
文
化
財
で
す
。 



 

 

披雲閣（旧松平家高松別邸）平面図  



 

７ 

披
雲
閣
庭
園 

披
雲
閣
と
同
時
に
整
備
さ
れ
た
庭
園
で
、
東
京
の
庭
師
大
胡
勘
蔵
に
よ
っ
て
作
庭
さ
れ
ま
し
た
。
披
雲

閣
本
館
北
側
は
北
東
隅
か
ら
南
西
隅
に
向
け
て
延
長
一
五
〇
ｍ
ほ
ど
の
枯
川

か
れ
か
わ

が
適
度
に
曲
線
を
描
き
な
が

ら
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
岸
を
構
成
す
る
石
材
に
は
花
崗
岩

か

こ

う

が

ん

を
主
体
と
し
、
一
部
緑
色
結
晶

け
っ
し
ょ
う

片
岩

へ
ん
が
ん

も

見
ら
れ
ま
す
。
枯
川
の
中
ほ
ど
北
側
に
は
本
庭
園
最
大
の
築
山

つ
き
や
ま

が
所
在
し
ま
す
が
、
二
つ
の
頂
か
ら
な
る

こ
の
築
山
は
『
旧
高
松
御
城
全
図
』
に
描
か
れ
て
お
り
、
石
材
や
植
栽
の
状
況
も
周
囲
と
は
異
な
る
と
評

価
で
き
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
の
御
殿
に
伴
う
庭
園
を
残
し
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

枯
川
や
築
山
の
あ
る
庭
園
の
重
要
な
箇
所
に
は
、
雪
見
燈
籠

と
う
ろ
う

や
春
日
燈
籠
な
ど
様
々
な
形
状
と
大
き
さ

の
石
造
物
が
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
枯
川
の
中
ほ
ど
に
架
か
る
庵
治
石
製
の
石
橋
や
大
書
院
の
北
側
に

置
か
れ
た
銀
閣
寺
型
手
水

ち
ょ
う
ず

鉢ば
ち

は
例
を
見
な
い
石
造
物
で
す
。
飛
石

と
び
い
し

や
沓
脱
石

く
つ
ぬ
ぎ
い
し

と
と
も
に
必
要
以
上
に
大
き

さ
を
誇
る
石
造
物
・
景
石

け
い
せ
き

は
本
庭
園
の
特
徴
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。 

植
栽
は
松
や
ウ
バ
メ
ガ
シ
な
ど
を
中
心
と
し
た
海
浜
に
適
し
た
も
の
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
江

戸
時
代
か
ら
所
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
ハ
ゼ
な
ど
の
古
木
も
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
蘇
鉄

そ

て

つ

の
間
の
北
側
に

造
ら
れ
た
築
山
上
に
は
全
体
に
蘇
鉄
が
植
栽
さ
れ
る
な
ど
、
披
雲
閣
の
各
部
屋
に
は
植
栽
さ
れ
た
樹
木
に

ち
な
ん
だ
名
称
が
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
披
雲
閣
と
一
体
化
し
た
庭
園
と
言
え
ま
す
。
こ
の
ほ
か
特
筆
す
べ



 

き
も
の
と
し
て
、
昭
和
天
皇
・
香
淳
皇
后
の
御
手
植
松
も
見
ら
れ
ま
す
。 

旧
大
名
家
が
近
代
に
な
っ
て
自
城
に
作
庭
し
た
例
は
、
全
国
的
に
も
尐
な
く
、
そ
の
代
表
的
事
例
と
も

言
え
ま
す
。 

  

          

１石の庵治石から刳り貫かれた石橋  

波の間から見た披雲閣庭園  



 

８ 

北
ノ
丸
（
月
見
櫓
・
水
手
御
門
・
渡
櫓
） 

松
平
賴
重
は
寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）
に
天
守
の
改
築
が
完

成
す
る
と
、
翌
十
一
年
（
一
六
七
一
）
か
ら
は
北
ノ
丸
と
東
ノ

丸
の
新
造
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
特
に
北
ノ
丸
は
そ
れ
ま
で
は

海
だ
っ
た
場
所
を
埋
め
立
て
て
造
っ
た
曲
輪
で
す
。
こ
の
曲
輪

に
所
在
す
る
月
見
櫓
、
水
手
御
門
、
渡
櫓
の
三
棟
は
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

渡
櫓
の
東
面
に
は
、
石
垣
を
継
ぎ
足
し
た
痕
跡
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
継
ぎ
足
し
前
の
石
垣
に
は
長
方
形
や
○
や×

と
い
っ

た
刻
印

こ
く
い
ん

が
見
ら
れ
ま
す
が
、
継
ぎ
足
し
後
の
石
垣
に
は
刻
印
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

月
見
櫓
は
北
ノ
丸
の
最
北
端
に
位
置
し
、
瀬
戸
内
海
が
よ
く

監
視
で
き
ま
す
。
着
見
櫓
（
到
着
を
見
る
櫓
）
が
本
来
の
意
味
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
三
重
三
階
の
総
塗
籠

で
、
各
階
外
面
に
二
本
の
長
押

な

げ

し

を
め
ぐ
ら
せ
て
い
ま
す
。
初
重
に
は
切
妻

き
り
づ
ま

破
風
が
見
ら
れ
、
そ
の
下
部
に

石
落
と
し
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
内
部
は
中
心
の
四
本
の
柱
が
二
階
部
分
で
継
ぎ
足
し
な
が
ら
三
階
天 渡櫓の石垣継ぎ足し痕跡  

1671 新造  



 

井
ま
で
延
び
て
い
ま
す
。
南
面
に
は
続
櫓
と
呼
ば
れ
る
小
規
模
な
平

櫓
が
付
属
し
て
い
ま
す
。
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
に
上
棟
さ
れ
ま

し
た
。 

水
手
御
門
は
月
見
櫓
の
南
に
位
置
し
、
西
面
し
た
薬
医

や

く

い

門
で
す
。

月
見
櫓
と
同
時
期
頃
に
建
築
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
解
体
修

理
に
伴
う
調
査
に
よ
っ
て
地
下
か
ら
古
い
礎
石
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、

幕
末
頃
に
建
替
え
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
海
に
向
か
っ
て

開
い
た
門
で
、
藩
主
は
こ
こ
で
小
舟
に
乗
船
し
、
沖
で
御
座
船

ご

ざ

ぶ

ね

に
乗

換
え
て
参
勤
交
代
等
に
出
か
け
ま
し
た
。 

 

渡
櫓
は
、
水
手
御
門
の
南
に
位
置
す
る
総
塗
籠
の
平
櫓
で
す
。
南

側
三
間
分
は
北
ノ
丸
の
新
造
前
に
所
在
し
た
海
手
門

う

み

て

も

ん

の
部
材
を
再
利

用
し
て
お
り
、
柱
が
細
く
、
内
壁
も
波
型

な
み
が
た

真
壁

し
ん
か
べ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
城
外
側
は
大
壁

お
お
か
べ

、
城
内
側
は
真
壁
と
な
っ
て
お
り
、
三
種
類
の
壁
構
造
が
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

梁
の
継
手
の
下
面
に
「
延
寳
四
年
卯
二
月
十
日
井
上
氏
□
□
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
月
見
櫓
と
同
時
期
に

建
築
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

月見櫓・水手御門・渡櫓  



 

９ 

内
堀 

本
丸
と
二
ノ
丸
を
囲
む
堀
が
内
堀
で
す
。
干
潮
時
に
は
石
垣

の
裾
が
完
全
に
見
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
堀
の
中
央
部
は

干
潮
時
で
も
二
メ
ー
ト
ル
余
り
の
水
深
が
あ
り
ま
す
。
二
ノ
丸

と
三
ノ
丸
の
間
に
所
在
す
る
水
門

す
い
も
ん

は
、
現
在
堀
と
海
を
唯
一
つ

な
ぐ
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
水
門
は
明
治
以
降
の
城

北
側
の
埋
め
立
て
に
伴
い
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
絵
図
で
は

内
堀
・
中
堀
は
直
接
海
と
は
接
し
て
お
ら
ず
、
ど
の
よ
う
に
堀

の
水
の
管
理
を
し
て
い
た
の
か
不
明
で
す
。 

内
堀
で
は
毎
年
六
月
第
一
日
曜
日
に
高
松
市
無
形
文
化
財
の

水
任
流

す
い
に
ん
り
ゅ
う

保
存
会
に
よ
り
英
公

え
い
こ
う

（
賴
重
の

諡
お
く
り
な

）
を
偲
ん
で
追
悼

游
泳
祭
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
賴
重
は
「
讃
岐
国
は
海
辺
の
国
な
れ
ば
水
練
は
武
道
の
一
班
た
る
べ
し
」

と
、
藩
士
の
今
泉
八
郎
左
衛
門
に
命
じ
、
藩
士
に
水
練
の
指
導
を
さ
せ
ま
し
た
。
賴
重
自
身
も
、
入
部
の

年
の
六
月
に
内
堀
で
泳
い
だ
と
い
う
記
録
も
あ
り
ま
す
。
高
松
藩
の
泳
法
は
水
戸
藩
の
水
府
流

す
い
ふ
り
ゅ
う

を
源
流
と

し
、
「
高
松
御
当
所
流
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
や
が
て
「
水
任
流
」
が
正
式
名
称
と
さ
れ
ま
し
た
。 水任流泳法  



 

10 

二
の
丸 

二
ノ
丸
は
絵
図
等
に
よ
る
と
、
生
駒
家
時
代
か
ら
松
平
家
初
期
に
か
け
て
は
藩
主
の
居
住
ス
ペ
ー
ス
で

あ
る
御
殿
が
あ
り
ま
し
た
が
、
三
ノ
丸
に
御
殿
が
移
動
し
て
か
ら
は
倉
庫
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。 

二
ノ
丸
の
入
口
は
東
西
両
方
に
あ
り
ま
し
た
が
、
東

側
の

鉄
く
ろ
が
ね

門
は
櫓
門
で
、
二
ノ
丸
の
正
門
と
な
り
ま
す
。

そ
の
名
の
通
り
鉄
板
を
張
っ
た
門
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

強
風
に
よ
る
松
の
揺
れ
に
よ
り
石
垣
の
一
部
が
崩
れ
た

こ
と
か
ら
、
平
成
十
六
・
十
七
年
度
に
お
い
て
石
垣
の

解
体
修
理
を
行
い
ま
し
た
。
石
垣
解
体
に
伴
う
発
掘
調

査
で
は
、
石
垣
内
部
の
盛
土
か
ら
十
七
世
紀
中
頃
の
土

器
が
出
土
し
、
豊
島
石
の
切
石
で
作
ら
れ
た
東
西
約
二
．

三
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
一
．
三
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
約
八

〇
セ
ン
チ
の
穴
蔵
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
文
献
史
料
に

よ
る
と
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
に
北
西
隅
の
櫓
に
落

雷
が
あ
り
、
鉄
門
付
近
ま
で
類
焼
し
武
具
な
ど
が
焼
け

鉄門石垣検出穴蔵  



 

た
と
い
う
記
載
が
あ
り
、
こ
の
頃
に
石
垣
を
修
築
し
、
防
火
対
策
と
し
て
穴
蔵
を
作
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
石
垣
の
裏
栗
石
層
か
ら
は
、
多
量
の
五
輪
塔
が
出
土
し
た
こ
と
か
ら
、
石
材
不
足
を
補
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

こ
の
ほ
か
、
二
の
丸
に
は
西
側
の
西
ノ
丸
か
ら
の

入
口
で
あ
る
刎
橋
口

は
ね
ば
し
ぐ
ち

と
呼
ば
れ
る
小
さ
い
門
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
北
西
隅
に
簾れ

ん

櫓
、
北
東
隅
に
武ぶ

櫓
、

そ
の
南
の
鉄
門
の
南
側
に
黒
櫓
、
南
西
隅
に
文ふ

み

櫓
、

刎
橋
口
の
南
に

弼
ゆ
み
だ
め

櫓
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

11 

鞘
橋 

本
丸
は
内
堀
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
本
丸
と
二
ノ

丸
を
唯
一
つ
な
い
で
い
る
鞘さ

や

橋ば
し

を
渡
ら
な
け
れ
ば

入
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
現
在
は
屋
根
付
き
の

橋
で
す
が
、
当
初
は
屋
根
の
な
い
構
造
で
、「
ら
ん

か
ん
橋
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
詳
細
な

鞘橋  



 

時
期
は
不
明
で
す
が
、
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
の
絵
図
『
讃
岐
国
高
松
城
石
垣
破
損
堀
浚
之
覚
』(

臼

杵
市
教
育
委
員
会
所
蔵)

に
は
屋
根
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
の
中
頃
に
屋
根
付
き
の

橋
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
屋
根
が
無
い
構
造
の
方
が
本
丸
に
迫
っ
た
敵
に
鉄
砲
や
矢
を
射
る

た
め
に
は
い
い
の
で
す
が
、
太
平
の
世
に
な
り
防
御
の
必
要
性
が
薄
れ
、
橋
の
老
朽
化
を
防
ぐ
目
的

で
屋
根
が
付
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 
12 
本
丸 

鞘
橋
を
渡
る
と
本
丸
の
入
口
に
な
り
ま
す
。
城
郭

じ
ょ
う
か
く

用
語
で
は
入
口
の
こ
と
を
虎
口

こ

ぐ

ち

と
呼
び
ま
す
。
本
丸

虎
口
に
は
○
、×

、
分
銅
形
、
長
方
形
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
刻
印
石
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
刻
印
は
地
久

ち
き
ゅ
う

櫓
、
矩か

ね

櫓
と
い
っ
た
本
丸
に
多
く
見
ら
れ
る
他
、
渡
櫓
、
旧
大
手
門
桝
形

な
ど
に
も
見
ら
れ
ま
す
。
単
純
な
記
号
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
何
の
印
な
の
か
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
多
く
は
石
垣
の
隅
角
部

ぐ

う

か

く

ぶ

の
算
木

さ

ん

ぎ

積
み
の
石
材
に
見
ら
れ
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。 

本
丸
に
は
東
端
に
天
守
、
北
面
に
中
川
櫓
と
呼
ば
れ
る
櫓
門
と
中
櫓
、
北
西
隅
に
は
矩
櫓
、
南
西
隅
に

は
地
久
櫓
が
建
て
ら
れ
、
こ
れ
ら
を
多
聞

た

も

ん

櫓
で
つ
な
ぐ
構
造
で
し
た
。 

な
お
、
本
丸
と
は
天
守
な
ど
が
所
在
す
る
最
も
中
心
の
曲
輪
で
、
現
在
は
天
守
台
と
そ
の
西
側
の
曲
輪



 

部
分
を
本
丸
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
本
丸
と
い
う
名

称
は
、
絵
図
や
文
献
に
よ
っ
て
は
違
う
場
所
を
指
す
も

の
も
あ
り
ま
す
。
比
較
的
古
い
絵
図
で
は
現
在
と
同
じ

場
所
を
本
丸
と
す
る
も
の
が
多
く
、
松
平
家
時
代
の
絵

図
や
文
献
で
は
現
在
の
二
ノ
丸
を
本
丸
と
す
る
も
の
が

多
い
よ
う
で
す
。
さ
ら
に
『
旧
高
松
御
城
全
図
』(

香
川

県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
蔵)
で
は
、
現
在
の
三
ノ
丸
部
分
が

御
本
丸
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
藩
主
の
住
む
御
殿
の

移
動
に
伴
っ
て
、「
本
丸
」
と
呼
称
さ
れ
る
場
所
が
変
化

し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

本
丸
の
南
西
隅
の
地
久
櫓
台
は
石
垣
の
崩
壊
が
危

険
で
あ
っ
た
た
め
、
平
成
十
一
年
度
か
ら
石
垣
解
体
に

取
り
か
か
り
ま
し
た
。
一
時
工
事
は
休
止
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
再
開
し
て
い
ま
す
。

石
垣
解
体
に
伴
う
発
掘
調
査
に
お
い
て
東
西
四
．
八
～
五
．
二
メ
ー
ト
ル
、
南
北
四
．
三
メ
ー
ト
ル
、

深
さ
一
．
八
メ
ー
ト
ル
の
穴
蔵
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。 

地久櫓台穴蔵検出状況  
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天
守
台
石
垣
解
体
修
理 

天
守
を
支
え
る
天
守
台
石
垣
は
、
城
内
の
石
垣
の
中
で
最

も
危
険
度
が
高
い
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、
平
成
十
七
年
度

か
ら
石
垣
解
体
修
理
を
実
施
し
、
平
成
二
十
五
年
三
月
に
完

成
し
ま
し
た
。
解
体
に
際
し
て
は
二
十
セ
ン
チ
以
上
の
石
材

す
べ
て
に
番
号
を
つ
け
、
積
直
し
時
に
は
元
の
位
置
に
戻
し

て
い
ま
す
。
そ
の
数
は
約
九
〇
〇
〇
石
に
な
り
ま
す
。
割
れ

て
使
え
な
く
な
っ
た
石
材
は
、
新
し
い
石
材
に
交
換
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
割
合
は
約
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。 

解
体
時
の
発
掘
調
査
お
よ
び
工
学
的
調
査
に
よ
っ
て
、
①

天
守
台
の
周
辺
地
盤
が
締
ま
り
の
な
い
砂
礫
層
、
②
盛
土
も

砂
で
粘
着
力
に
欠
け
る
、
③
海
水
の
干
満
に
よ
り
盛
土
が
吸
出
さ
れ
て
い
る
、
④
天
端
か
ら
雨
水
が
浸
透

し
て
い
る
、
と
い
う
四
つ
の
破
損
原
因
が
判
明
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
①
松
杭
を
打
ち
込
み
捨
石

を
行
う
、
②
石
灰
を
混
ぜ
て
粘
着
力
を
高
め
る
、
③
栗
石
と
砕
石
層
を
設
け
吸
出
し
を
防
止
す
る
、
④
二

和
土
の
叩
き
仕
上
げ
で
遮
水
す
る
、
と
い
っ
た
伝
統
的
な
工
法
に
よ
っ
て
補
強
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

天守台石垣解体修理  
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天 

守 

生
駒
期
の
天
守
は
外
観
や
内
部
の
構
造
に
つ
い
て
は
不
明
で
す
が
、
絵
図
や
古
文
書
に
よ
る
と
三
重
だ

っ
た
と
さ
れ
ま
す
。
こ
の
天
守
を
改
築
し
た
の
が
松
平
賴
重
で
す
。
改
築
さ
れ
た
天
守
は
三
重
四
階
＋
地

下
一
階
で
、
寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）
に
完
成
し
て
い
ま
す
。
最
上
階
が
下
の
階
よ
り
張
り
出
し
た
南
蛮

造
り
（
唐か

ら

造
り
）
で
、
さ
ら
に
地
上
一

階
部
分
が
石
垣
よ
り
張
り
出
し
た
構
造

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
大
き
さ
は
、

『
小
神
野
筆
帖

お

が

の

ひ

っ

ち

ょ

う

』
に
よ
る
と
「
高
十
七

間
半
、
内
石
垣
四
間
」
と
あ
る
た
め
、

地
上
部
分
の
高
さ
は
十
三
間
半
で
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
一
間
を
六
尺
五

寸
（
約
百
九
十
七
セ
ン
チ
）
と
仮
定
す

る
と
、
約
二
十
六
．
六
メ
ー
ト
ル
の
高

さ
と
な
り
ま
す
。
ち
な
み
に
、
石
垣
は

水
面
か
ら
約
十
三
．
一
メ
ー
ト
ル
あ
り
、

天守推定復元図（南面）  

26.6ｍ  

13.1ｍ  



 

屋
根
の
上
部
に
約
二
メ
ー
ト
ル
の

鯱
し
ゃ
ち

を

加
え
る
と
四
十
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
高
さ

と
な
り
ま
す
。
四
国
最
大
の
規
模
を
誇
っ

た
天
守
も
、
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）

に
老
朽
化
を
理
由
に
取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
。 

平
成
十
八
年
度
に
実
施
し
た
発
掘
調
査

で
は
、
天
守
の
地
下
一
階
を
検
出
し
ま
し

た
。
そ
の
規
模
は
、
東
西
約
十
三
．
六
メ

ー
ト
ル
、
南
北
約
十
二
．
二
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
二
．
七
メ
ー
ト
ル
で
す
。
床
面
で
は
礎
石
を
五
十
八
個

検
出
し
、
入
口
の
六
個
を
除
く
五
十
二
個
の
礎
石
は
「
田
」
の
字
状
に
並
ん
だ
状
態
で
し
た
。
南
東
隅
の

礎
石
上
面
に
は
南
北
方
向
に
約
三
十
セ
ン
チ
の
直
線
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
礎
石
上
部
に
据
え
る
土
台
の
設

置
位
置
を
示
す
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
北
西
部
の
礎
石
に
も
土
台
痕
跡
と
考
え
ら
れ
る
変
色
や
破
損

が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
線
刻
と
土
台
痕
跡
の
間
は
約
十
一
．
八
メ
ー
ト
ル
（
六
間
）
で
、『
小
神
野
筆

帖
』
に
記
載
さ
れ
た
地
下
一
階
部
分
の
「
東
西
六
間
南
北
五
間
」
の
記
載
を
裏
付
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。 

天守鯱（高松市歴史資料館蔵）  



 

ま
た
、
「
田
」
の
字
状
に
並
ん
だ
礎
石
の

空
白
部
分
の
四
箇
所
で
柱
穴
が
検
出
さ
れ
ま

し
た
。
北
東
と
南
西
の
柱
は
抜
き
取
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
北
西
と
南
東
の
柱
穴
に
は
直

径
三
十
セ
ン
チ
余
り
の
ツ
ガ
科
の
丸
柱
が
残

っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
天
守
は

掘
立
柱

ほ
っ
た
て
ば
し
ら

と
礎
石
を
併
用
し
た
他
に
あ
ま
り
例

の
無
い
変
わ
っ
た
構
造
で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。 

ま
た
、
柱
を
放
射
性
炭
素
Ｃ

14
年
代
測
定

法(

Ａ
Ｍ
Ｓ
法)

で
年
代
測
定
を
し
た
と
こ
ろ
、

一
六
三
〇
～
一
六
六
〇
年
に
伐
採
さ
れ
た
可

能
性
が
高
い
こ
と
が
示
さ
れ
、
松
平
賴
重
に

よ
る
改
築
時
に
伐
採
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。 

天守地下 1 階検出状況  
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６月２３日（日） 玉藻公園からの復路 

ＪＲ高松駅まで徒歩約１０分 

ことでん高松築港駅まで徒歩約５分 

 

次回のふるさと探訪は・・・・ 

 テ  －  マ 萩の最明寺を歩く  

 と  き 平成２５年９月１５日（日）  

      ９：３０～１２：００頃  

 集合場所 未定（９月１日号の広報たかまつ、高松市ホームペー

ジでご確認ください。）  

 講  師 佐野 通明さん  

☆９月のふるさと探訪の日程が９月１５日（日）に変更になりま

した。開催案内は広報「たかまつ」９月１日号に掲載しますので、

ご覧ください。  

☆小雨決行。警報発令等により中止の場合のみ、文化財課（TEL 

839－2660「午前７時 30 分～開始時間まで」）でお知らせします。

（電話が通じない場合は、「実施」です。）  

★次回の交通案内★ ---------------------------------------  

  ことでんバス【塩江線・下り】 

（高松駅） （瓦町・天満屋） （関）  （安原農協） （中徳） 

8：25 →     8：35     →  9：15 →   9：16   →  9：16 

※集合場所により，下車バス停が異なります。集合場所は９月１日号

の広報たかまつ、高松市ホームページに掲載しますのでご覧ください。 

 



 

 

「ふるさと探訪」に  

参加される皆様へ  

 

※ 参加中は、次のことに充分留意し、  

 安全で意義のある探訪としましょう。  

 

１ 交通ルールを守り、交通安全を心がけましょ

う。  

（必ず歩道を歩き、歩道が無いところでは、道路

の端を一列で歩きましょう。）  

 

２ 無理をせず、体調には十分気をつけましょう。 

 

３ 引率者の指示に従い、整然と行動しましょう。 

 

４ マナーを守り、他人に迷惑がかからないよう気

をつけましょう。  

 

５ 文化財や自然を大切にしましょう。  

 

 


